
 

2022年度 

創発的研究支援事業 年次報告書 

 

 

 

研究成果の概要 

今年度は拡張現実感（AR）における光線場再現、及び空間光変調、知覚拡張の研究において以下の成果

があった。 

光学シースルーの小型化を目指した、ホログラフィック光学系による新しい AR ディスプレイを提案し

た[1]。ARディスプレイ映像の歪みを目の位置に応じて補正する深層学習手法を提案した[2]。 

知覚拡張の文脈において、不可視な気流をシュリーレン計測することで、エアフローによる AR インタ

ラクションを実現した[3]。光学遮蔽を可能にする光学シースルーディスプレイ技術に関して、フォト

クロミック材料とホログラムレンズによるコンパクトな光学系を提案した[4] 

  

  

図１：研究成果に関する画像。右上から、[1], [2], [3], [4]の発表論文に関する。 
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